
つながライン
考案・開発の経緯

仙台往診クリニック 研究部

つながラインができた経緯
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平成24年度在宅医療連携拠点事業
を受託

仙台市内の医療・介護事業所への
アンケート実施

医療・介護の互いの情報が得にくい

相互のやり取りに難しさを感じている

施設情報を互いに公開し、検索がで
き、連携に役立つツールとして考案
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仙台市内多職種対象
アンケート調査結果

平成24年度在宅医療連携拠点事業
仙台往診クリニック

１

4

アンケート調査

＜目的＞

他施設間・多職種間連携に関する課題の抽出
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調査票配布対象
調査票配布対象先 回収数／配布数

①病院 36／60ヵ所
（宮城県病院名簿 平成24年4月1日現在より）

②在宅療養支援診療所 16／55ヵ所
（東北厚生局届出受理医療機関名簿 平成24年8月6日現在より）

③在宅療養支援歯科診療所 15／24ヵ所
（独立行政法人福祉医療機構（WAMNET）検索 平成24年9月1日現在より）

④訪問看護ステーション 21／54ヵ所
(仙台市介護保険サービス事業者一覧 平成24年9月1日現在より)

⑤調剤薬局 101／248ヵ所 ※うち在宅訪問実施は39カ所
（みやぎ薬局検索「在宅医療」参加とある薬局 平成24年9月1日現在より）

⑥居宅介護支援事業所 92／245ヵ所
(仙台市介護保険サービス事業者一覧 平成24年9月1日現在より)

合計 281／686ヵ所 回収率 40.1%

6

アンケートの主な内容

●在宅で最期まで過ごしたいという方の希望を叶
えるための課題（自由記述）

●多職種連携のための施設情報・患者情報の共
有の課題（自由記述）

●他施設との連携に必要な情報および自施設情
報の開示について（選択式）
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在宅で最期まで過ごしたいという方の
希望を叶えるための課題

アンケートの自由記述
及び

第１回目つながる会
のアンケート結果は
ＫＪ法で課題抽出

8
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在宅で最期まで過ごしたいという方の
希望を叶えるための課題

介護力の問題

介護者の高齢化

老老介護

キーパーソン不在

独居
経済的困窮

家族サポート

体制の不足

介護体制の充実

住環境の整備
精神的ケア

資源不足

資源情報不足

たん吸引できる

訪問介護事業所の

不足

往診医や

訪看の不足

ショートステイ

レスパイトベッドの

不足

病院から在宅への

システム構築

退院時カンファ

の充実

在宅の準備をして

から退院を

退院前に十分な

理解できる説明を

スタッフの研

修

在宅で利用しやすい

制度改革

介護保険外の

サービスの充実を

介護保険の使いにくさ

認定の遅さ

医療保険制度

自己犠牲なくできる制度に

在宅歯科の妨げ

家族の協力不足

家族関係の希薄

家族内意見の不一

致

不安が強い

社会の変化

家族形態の変化

多職種連携

医師との連携

緊急対応

の問題

一人で対応のケア

マネ

一人の診療所

本人の緊急対応

往診医や

訪看の不足

緊急入院先

探しの困難さ

家族の緊急時

ショートステイ

レスパイトベッド

の不足

看取りまで行う高齢者

向け時住宅などが必

要

病気・症状

による難しさ

がんの末期

進行早く認定遅れる

ケアマネジメント難しい

認知症

支援困難

在宅医療・看取り

の

啓発活動

一般の方に

周知されてない

医療職の在宅医療

の理解不足
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他施設・多職種連携のための
施設情報・患者情報共有の課題

10

情報共有の

体制づくり

患者情報の共有

タイムリーな共有

電子媒体の利用

病院、施設間の

統一した

内容・様式

退院時カンファ

担当者会議

の充実

施設情報の共有

各々施設情報を

開示

ネットで情報を

得る

居宅・訪問看護から 退院時カ
ンファレンスの充実やサービス
担当者会議の参加を望む声多
数あり。

薬局からはカンファレンスに声を
かけかれること少ないが、情報
とるため出席したいとの声あり。

薬局と訪問看護か
ら現在の病状や検
査値など、タイム
リーな情報が必要
という声多い。

歯科から 医科
と歯科の情報の
やり取り少ない
との声あり。

居宅から 医療の
敷居が高い、オー
プンに相談しあえ
る関係が作れない
といった悩みの声
がとても多くあり。

各施設の情報が
欲しいとの声、病
院からが最も多
い。

居宅は医療依存
度の高い人の
ショートやレスパ
イトや緊急時の
受入れ先探しで
困っている声多
数。

電子化にという
声は薬局から最
も多くあり。

他施設・多職種連携のための
施設情報・患者情報共有の課題
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・医療機関や施設などの空床情報を
リアルタイムに共有できるネットワー
クがあると良い。

・具体的にどのような疾患をみるか、
どのような処置に対応可能かなど細
かい生きた情報を開示してほしい。

・医療相談員、個人レベルでの施設
情報、患者情報のやり取り共有の傾
向が強い。病診、病病連携のシステ
ム化構築が今後の課題。

病院

・医療者側からケアマネ等とオープ
ンなコミュニケーションをとっていく
中で連携を強化していく必要性を感
じます。他職種の方々が情報を遠
慮なく伝えやすい状態を作っておく
ことが大切なことのひとつかと思っ
ております。
・ケアマネや事業所と定期的ミー
ティングで顔が見える関係を作りた
いが、時間的、物理的に困難です。

在宅療養支援診療所

・多職種間で共通に利用できるカル
テ形式のようなものが、患家、施設等
にあると、すべての状態をみんなで
把握できるのではと思います。

・排他的というのではなく、ある程度
コアメンバーで利用者を支えるチー
ムになっていると、情報共有しやすい
ような気がします。狭いエリアで協力
できる体制が現実的では。
・情報は、自ら求めないと得られな
い。

在宅療養支援歯科診療所

・タイムリーに情報が収集できると、
処方の変更なども憶測ではなく、き
ちんと説明できると思います。

・クラウド化や一元管理について、
今後在宅での人数を考えると今から
取り組みたい。検査データの確認。
腎、肝機能、特に、副作用予防のた
めにわかると良い。

・密な情報交換をして、患者様・ご家
族のケアも含めやっていかないとと
思います。定期的ミーティング等は
効果的だと思います。

調剤薬局

・病状変化あり主治医へ報告した
際、指示や対応、情報等返信ほし
い。

・主治医が個人病院だと連絡取り
やすいが、大病院だと連携室に
ファックスを用いて等、タイムリーな
連携難しい。

・在宅生活・療養生活を送る人の支
援体制について周知されていな
い。訪問看護を知らない人、施設も
あり、課題だと思う。

訪問看護ステーション

・医療系サービスにはなかなか相
談しづらい雰囲気を出されることが
ある。医療職の方が、介護につい
ての理解を持ってもらえるとよい。

・主治医との連携にとても気を遣
う。忙しい業務の中で、どこまでの
情報を提供したらいいか迷う。

・スムーズな連携により利用者を支
える仕組みが必要と思います。そ
のためにはケアマネ側のレベル
アップが不可欠と感じます。

居宅介護支援事業所

情報共有の課題 自由記述 生の声ご紹介
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66.2%

55.7%

22.4%

29.7%

46.1%

55.3%

43.8%

35.2%

21.0%

25.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

連携室の有無

依頼の手順

併設施設の内容

入院ベッドの空き状

況

レスパイト入院の可否

夜間・休日の対応

対応可能な疾患

対応可能な処置

対応可能な検査

施設の特徴

その他

「病院」情報 得たいもの

病院から得たい情報

病院から得たい情報 「夜間・休日の対応」
の情報を得たい業種

「入院ベッドの空き状況」
の情報を得たい業種

「レスパイト入院の可否」
の情報を得たい業種
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66.2%

55.7%

22.4%

29.7%

46.1%

55.3%

43.8%

35.2%

21.0%

25.6%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

連携室の有無

依頼の手順

併設施設の内容

入院ベッドの空き状

況

レスパイト入院の可否

夜間・休日の対応

対応可能な疾患

対応可能な処置

対応可能な検査

施設の特徴

その他

「病院」情報 得たいもの

91.7%

77.8%

50.0%

41.7%

27.8%

58.3%

72.2%

58.3%

63.9%

69.4%

2.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

連携室の有無

依頼の手順

併設施設の内容

入院ベッドの空き状

況

レスパイト入院の可

否

夜間・休日の対応

対応可能な疾患

対応可能な処置

対応可能な検査

施設の特徴

その他

「病院」の情報として開示できるもの

%

病院が開示できる情報

病院が開示できる情報病院から得たい情報
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27.4%

30.1%

17.8%

57.5%

74.4%

69.4%

29.2%

13.7%

30.1%

56.6%

26.9%

11.0%

36.5%

29.2%

24.2%

67.6%

61.2%

17.4%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医師数

外来診療の有無

病床数

訪問診療日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

併設施設の内容

交通費の有無

診療依頼手順

新患受付担当者

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可…

在宅看取りの実績

対応可能な検査

対応可能な疾患

対応可能な処置

施設尾特徴

その他

「在宅療養支援診療所」情報 得たいもの

在宅療養支援診療所から得たい情報

在宅療養支援診療所から得たい情報 「夜間休日の緊急対応」
の情報を得たい業種

「対応可能な疾患」
の情報を得たい業種

施設の特徴
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27.4%

30.1%

17.8%

57.5%

74.4%

69.4%

29.2%

13.7%

30.1%

56.6%

26.9%

11.0%

36.5%

29.2%

24.2%

67.6%

61.2%

17.4%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医師数

外来診療の有無

病床数

訪問診療日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

併設施設の内容

交通費の有無

診療依頼手順

新患受付担当者

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可…

在宅看取りの実績

対応可能な検査

対応可能な疾患

対応可能な処置

施設尾特徴

その他

「在宅療養支援診療所」情報 得たいもの

75.0%

81.3%

31.3%

75.0%

56.3%

81.3%

37.5%

18.8%

43.8%

62.5%

18.8%

50.0%

31.3%

50.0%

43.8%

56.3%

50.0%

18.8%

12.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医師数

外来診療の有無

病床数

訪問診療日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

併設施設の内容

交通費の有無

診療依頼手順

新患受付担当者

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可能数

在宅看取りの実績

対応可能な検査

対応可能な疾患

対応可能な処置

施設尾特徴

その他

「在宅療養支援診療所」開示できるもの

%

在宅療養支援診療所が開示できる情報

在宅療養支援診療所から得たい情報 在宅療養支援診療所が開示できる情報

施設の特徴 施設の特徴

16

16.9%

57.5%

67.1%

29.2%

58.4%

31.5%

51.1%

4.6%

26.0%

49.8%

33.3%

19.2%

49.8%

15.1%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

歯科医師数

訪問診療日時

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

診療依頼手順

交通費の有無

夜間休日の緊急対応

現在の訪問患者数

在宅患者受入れ可能数

嚥下機能向上の対応

栄養サポートの対応

対応可能な検査

在宅で対応可能な処置

施設の特徴

その他

「在宅療養支援歯科診療所」得たいも

在宅療養支援歯科診療所から得たい情報

在宅療養支援歯科診療所から得たい情報
「診療依頼手順」
の情報を得たい業種

「嚥下機能向上の対応」
の情報を得たい業種
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16.9%

57.5%

67.1%

29.2%

58.4%

31.5%

51.1%

4.6%

26.0%

49.8%

33.3%

19.2%

49.8%

15.1%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

歯科医師数

訪問診療日時

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

診療依頼手順

交通費の有無

夜間休日の緊急対応

現在の訪問患者数

在宅患者受入れ可能数

嚥下機能向上の対応

栄養サポートの対応

対応可能な検査

在宅で対応可能な処置

施設の特徴

その他

「在宅療養支援歯科診療所」得たいも

100.0%

100.0%

86.7%

93.3%

93.3%

86.7%

26.7%

53.3%

53.3%

33.3%

13.3%

26.7%

93.3%

26.7%

6.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

歯科医師数

訪問診療日時

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

診療依頼手順

交通費の有無

夜間休日の緊急対応

現在の訪問患者数

在宅患者受入れ可能数

嚥下機能向上の対応

栄養サポートの対応

対応可能な検査

在宅で対応可能な処置

施設の特徴

その他

「歯科支援診」の情報として開示できるもの

在宅療養支援歯科診療所が開示できる情報

在宅療養支援歯科診療所から得たい情報 在宅療養支援歯科診療所が開示できる情報
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11.4%

64.8%

66.2%

49.8%

55.7%

26.0%

8.2%

20.1%

19.2%

58.0%

50.2%

39.3%

31.5%

14.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

薬剤師数

訪問の可否

所在地・訪問エリア

営業日時

夜間休日の緊急対応

交通費の有無

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可能数

クリーンベンチの有無

一包化の対応

錠剤の粉砕対応

麻薬調剤の対応

がん化学療法薬の対応

施設の特徴

その他

「調剤薬局」の情報として得たいもの

調剤薬局から得たい情報

調剤薬局から得たい情報
「夜間休日の緊急対応」
の情報を得たい業種

「一包化」
の情報を得たい業種
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11.4%

64.8%

66.2%

49.8%

55.7%

26.0%

8.2%

20.1%

19.2%

58.0%

50.2%

39.3%

31.5%

14.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

薬剤師数

訪問の可否

所在地・訪問エリア

営業日時

夜間休日の緊急対応

交通費の有無

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可能数

クリーンベンチの有無

一包化の対応

錠剤の粉砕対応

麻薬調剤の対応

がん化学療法薬の対応

施設の特徴

その他

「調剤薬局」の情報として得たいもの

94.9%

89.7%

82.1%

97.4%

71.8%

64.1%

64.1%

56.4%

69.2%

97.4%

94.9%

82.1%

59.0%

53.8%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

薬剤師数

訪問の可否

所在地・訪問エリア

営業日時

夜間休日の緊急対応

交通費の有無

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可能数

ｋ売りーんベンチの有無

一包化の対応

錠剤の粉砕対応

麻薬調剤の対応

がん化学療法薬の対応

施設の特徴

その他

「調剤薬局」として開示できるもの

%

クリーンベンチの有無

調剤薬局が開示できる情報

調剤薬局から得たい情報 調剤薬局が開示できる情報
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28.8%

61.6%

58.4%

79.0%

69.9%

19.2%

24.2%

16.0%

45.7%

18.3%

39.3%

39.3%

63.9%

56.6%

19.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

看護師数

リハビリ専門職の配置

営業日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

交通費の有無

併設施設の内容

訪問を依頼する手順

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可…

在宅看取りの実績

対応可能な疾患

対応可能な処置

師悦の特徴

その他

「訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ」情報 得たいもの

訪問看護ステーションから得たい情報

訪問看護ステーションから得たい情報
「リハビリ専門職の配置」
の情報を得たい業種

「対応可能な疾患」
の情報を得たい業種
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28.8%

61.6%

58.4%

79.0%

69.9%

19.2%

24.2%

16.0%

45.7%

18.3%

39.3%

39.3%

63.9%

56.6%

19.2%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

看護師数

リハビリ専門職の配置

営業日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

交通費の有無

併設施設の内容

訪問を依頼する手順

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可…

在宅看取りの実績

対応可能な疾患

対応可能な処置

師悦の特徴

その他

「訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ」情報 得たいもの

90.5%

57.1%

90.5%

85.7%

95.2%

52.4%

90.5%

47.6%

81.0%

71.4%

66.7%

66.7%

85.7%

85.7%

42.9%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

看護師数

リハビリ専門職の配置

営業日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

施設訪問の可否

交通費の有無

併設施設の内容

訪問を依頼する手順

現在の訪問患者数

訪問患者受入れ可能数

在宅看取りの実績

対応可能な疾患

対応可能な処置

師悦の特徴

その他

「訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ」情報開示できるもの

訪問看護ステーションが開示できる情報

訪問看護ステーションから得たい情報 訪問看護ステーションが開示できる情報

22

27.4%

22.8%

38.8%

56.6%

55.7%

32.4%

18.3%

15.1%

32.9%

51.1%

53.9%

15.1%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ケアマネ数

ケアマネの基礎資格

営業日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

担当を依頼する手順

併設施設の内容

現在の担当利用者

利用者受入れ可能数

医療依存度の高い患者

の受入れ

困難事例の受入れ

施設の特徴

その他

「居宅介護支援事業所」情報得たいもの

居宅介護支援事業所から得たい情報

居宅介護支援事業所から得たい情報
「夜間休日の緊急対応」
の情報を得たい業種

「医療依存度の高い患者受
入れ」の情報を得たい業種
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27.4%

22.8%

38.8%

56.6%

55.7%

32.4%

18.3%

15.1%

32.9%

51.1%

53.9%

15.1%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ケアマネ数

ケアマネの基礎資格

営業日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

担当を依頼する手順

併設施設の内容

現在の担当利用者

利用者受入れ可能数

医療依存度の高い患者

の受入れ

困難事例の受入れ

施設の特徴

その他

「居宅介護支援事業所」情報得たいもの

94.6%

84.8%

96.7%

77.2%

91.3%

68.5%

63.0%

62.0%

65.2%

43.5%

45.7%

42.4%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ケアマネ数

ケアマネの基礎資格

営業日時

夜間休日の緊急対応

所在地・訪問エリア

担当を依頼する手順

併設施設の内容

現在の担当利用者

利用者受入れ可能数

医療依存度の高い患者の受入れ

困難事例の受入れ

施設の特徴

その他

「居宅介護支援事業所」開示できるもの

居宅介護支援事業所が開示できる情報

居宅介護支援事業所から得たい情報 居宅介護支援事業所が開示できる情報
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啓発
地域住民に対する

在宅医療・看取りの啓発
早い段階から

情報共有
連携

患者情報の共有
施設情報の共有による
連携体制構築

研修
多職種合同・職種別研修会
多職種合同カンファレンス
看取りのケアマネジメント研修
病院スタッフへの在宅医療研修

制度
在宅で生活しやすい制度
自己負担の軽減

「在宅で最期まで過ごしたいという方の
希望を叶えるため」の対応策



アンケート結果を踏まえて
在宅医療の普及啓発

⇒パンフレット作成「知っておきたい在宅
医療のこと」

情報共有の必要性

⇒施設情報共有システム「つながライン」
考案
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